
＜受験者の業種＞

　“カラーコーディネーター検定試験”は東京商工会議所の登録商標です。

7,700 円受験料（税込） ※CBT方式は、テストセンター利用料 2,200 円（税込）が別途発生します。

第60回 5月15日（金）～5月26日（火） 6月18日（木）～7月6日（月）

第61回 9月16日（水）～9月29日（火） 10月22日（木）～11月9日（月）

申込期間 試験期間

カラーコーディネーター検定試験とは

カラーコーディネーター検定受験のメリット

受験者データ（2024 年度）

各級の基準

合格者の声

試験概要

検定試験の詳細は、裏面のQRコード（検定試験ウェブサイト）よりご確認ください。

アドバンスクラス5,500 円スタンダードクラス

スタンダードクラスの知識に加え、ビジネスにおける
色彩の活用事例など幅広い知識を有している。

アドバンス
クラス

日常から見た色彩に関する基礎的な知識について理解
している。
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日本色彩学会・日本流行色協会・日本色彩研究所協　力

東京商工会議所・各地商工会議所主　催

サービス・小売

商品開発

広告・広報企画

建築・インテリア・
環境設計

スタンダードクラス
アドバンスクラス

・商品のディスプレイ
・接客・販売に関するアドバイス

・色彩提案による商品の開発と 販売促進
・利用シーンを想定した色彩戦略

・景観設定や商業施設・オフィスの
  カラーコーディネート
・店舗・オフィスの色彩計画のアドバイス

・グラフィックデザイン、Webデザイン
・企業の色彩に関するイメージ戦略の策定
・パワーポイント等プレゼン資料の作成

ビジネス

ファッション
コーディネート ・日頃のファッションやメイクに役立てる

インテリア
コーディネート

・家具や小物選びに役立てる

プライベート

色彩知識に基づく適切な配色がすぐできる
ようになり、制作したバナーや画像に関し
て社内外からの評価が上がるとともに、作
業スピードも向上しました。

M・Kさん（デザイン・設計部門）
業務ではパワーポイントの配色が美しくな
りプレゼンテーションの説得力が増し、私
生活では私服の配色センスに自信が持てる
など、ビジネスとプライベートの双方で学
んだ知識を活用できる点が魅力的です。

M・Mさん（男性／製造業）

内装インテリアのカラーコーディネートや
建物と周辺環境における調和など、設計課
題で活用できる知識を身に付けることがで
きた。

N・Yさん（女性／建築学生）

カラーコーディネーション能力を仕事に活かす
オフィスやショップ、ネット上…すべての場所にあふれている色。世相がその年の流行色に反映されたり、商品やデザインの色によって大ヒットが生ま
れたりと、色彩は文化や時代の流れに大きな影響を与えてきました。色の性質・特性など、色彩の知識を身につければ、色の持つ効果をビジネスシーンで
活かすことができます。「仕事に役立つ実践的な色彩の知識を学ぶことができる」それがカラーコーディネーター検定試験です。

カラーコーディネーターとして日常からビジネスまで
幅広い分野で知識を活用でき、活躍の場が拡がります !!

■IBT・CBTの２方式から選択
■試験時間 90 分
■多肢選択式

■出題範囲：公式テキストの基礎知識とそれを理解した上での
　　　　　　応用力を問います。

■合格基準：100 点満点とし、70 点以上を
　　　　　　もって合格とします。



改訂版カラーコーディネーター検定試験 ® 公式テキスト

マンガで
分かる！

IBT（Internet Based Testing）はインターネッ
トを通じてご自宅や会社のパソコンで試験を受
ける試験方式です。カメラを通じて試験中の監
視・本人確認を行います。移動の手間や時間を
節約し、いつもの環境で受験できます。

所定の試験期間内であれば、土日・祝日・平日
関わらず受験できます。時間も日中だけでなく、
朝10 時から夜は 19時まで都合の良い時間を選
択できます。（先着順）

CBT（Computer Based Testing）は全国各地の
テストセンターにて、会場内に設置されたパソ
コンで試験を受ける試験方式です。パソコンや
ネット環境の準備ができない方や不安な方も安
心して受験できます。

試験を終了すると、システムによって即時採点
され、画面上に合否や得点が表示されます。学習
の成果を確認して、次のステップアップにすぐ
に取り組めます。

I B T C B T

※CBT方式は、会場によって異なる場合があります。

試験方式が IBT 方式と CBT 方式から選べる

試験日時が選べる 合否がすぐに分かる

東商検定のポイント

申込方法（IBT・CBT 共通）

学習ツール

※申込後のキャンセル・返金等は一切できません。特に IBTのお申込みの際には事前に使用機器や受験環境等の要件を確認し、動作確認を行ったうえでお申込みください。

両クラス共通して、各章本文では図表と写真を豊富に掲載し、章末には検定試験を模した演習問題も収録しており、合格に向けた知識を身に付けられます。

東商検定ウェブサイトの各試験申込ページから試験規約に同意して申込に進む1

2 試験プラットフォーム（Excert）でアカウントを作成

希望の受験日時、（CBT の場合は試験会場）を選択し、支払情報を入力3

支払手続き完了後、登録したメールアドレスに確認メールが届く4

カラーコーディネーター検定試験
のポイント

https://kentei.tokyo-cci.or.jp/color/about/comic/

https://kentei.tokyo-cci.or.jp/color
東京商工会議所 検定センター詳細・お問合せ

検  索カラーコーディネーター検定

■スタンダードクラス
初学者にも分かりやすく、カラーの基礎知識を解説。色彩心理を踏まえた効果的な配色実例、色の実生活・
ビジネスでの活用事例まで、理論だけではなく実践できる知識を習得できます。
■アドバンスクラス
すべてのビジネスパーソンと学生に必須なビジュアルデザインの知識などを解説。プレゼンテーション資
料の作成などに活用できます。さらに、ファッション、メイク、インテリアなど専門性が求められる各分
野にて、実務に活かせる知識も習得できます。 




